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がんばれ！未来のパパ・ママたち

　町内の中学3年生を対象にした「赤ちゃんふれあい教室」。

　少しぎこちない手つきで赤ちゃんを抱っこしたり、泣かないように

あやしたり…。

　子育ての楽しさ、大変さを知る貴重な時間となりました。

（10月２日：稲美北中学校）
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発行／平成24年11月１日　稲美町役場  〒675-1115  兵庫県加古郡稲美町国岡1-1 
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　まちの元気の源は何と言っても“人口”です。この度、住
民の皆さん等で結成された３つのプロジェクトチームから、
人口増加対策に関する提案を発表していただきます。
　ぜひご参加ください。申し込みはいりません。
■テーマ　「稲美町の人口増加対策」について
■と　き　11月10日（土）　10：00～11：30
■ところ　稲美町立コミュニティセンターホール（役場新館４階）
■内　容　提案発表

発表チーム…「傾聴 陽だまりの会」、「ちょっと手助けま
ちづくりの会」、「兵庫大学生涯福祉学部　稲冨ゼミ」

■問合先　企画課政策・行革係　☎492 - 9 1 3 0

「協働まちづくり100人会議」を開催します

役場問い合わせ先
稲美町役場 ☎492-1212 ㈹　FAX492-5162

市外局番 079

企 画 課

総 務 課

税 務 課 住 民 税 係

税 務 課 資 産 税 係

税 務 課 収 税 係

住 民 課 住 民 係

住民課国保年金係

地 域 福 祉 課

健康福祉課高年障害係

健康福祉課健康推進係

健康福祉課介護保険係

地域包括支援センター
危 機 管 理 課

☎492－9130

☎492－9131

☎492－9132

☎492－9133

☎492－9165

☎492－9134

☎492－9135

☎492－9136

☎492－9137

☎492－9138

☎492－9139

☎492－9150
☎492－9168

kikaku@town.hyogo-inami.lg.jp

soumu@town.hyogo-inami.lg.jp

zeimu@town.hyogo-inami.lg.jp

zeimu@town.hyogo-inami.lg.jp

zeimu@town.hyogo-inami.lg.jp

zyumin@town.hyogo-inami.lg.jp

zyumin@town.hyogo-inami.lg.jp

tiiki-h@town.hyogo-inami.lg.jp

kenko-h@town.hyogo-inami.lg.jp

kenko-h@town.hyogo-inami.lg.jp

kenko-h@town.hyogo-inami.lg.jp

kikikanri@town.hyogo-inami.lg.jp

生 活 環 境 課

産 業 課

土 木 課

都 市 計 画 課

水 道 課 管 理 係

水 道 課 工 務 係

出 納 室

議 会 事 務 局

農 業 委 員 会

教 育 課

人 権 教 育 課

生 涯 学 習 課

いきがい創造センター
子育て支援センター

☎492－9140

☎492－9141

☎492－9142

☎492－9143

☎492－9144

☎492－9145

☎492－9146

☎492－9147

☎492－9148

☎492－9149

☎492－2340

☎492－2340

☎492－2340
☎492－9090

文 化 の 森
文化会館コスモホール
ふ れ あ い 交 流 館

図 書 館

いなみ野体育センター
いなみ野水辺の里公園
サン・スポーツランドいなみ
郷土資料館・万葉の森
いなみアクアプラザ
西 部 隣 保 館
東 部 隣 保 館
コ ス モ ス 児 童 館
農村環境改善センター
加 古 大 池 管 理 棟
障害者ふれあいセンター
総 合 福 祉 会 館
母 里 福 祉 会 館
加 古 福 祉 会 館

☎492－7700
☎492－7700
☎492－7700

☎492－7800

☎492－1479
☎497－9010
☎495－4050
☎492－3770
☎496－5851
☎492－3119
☎495－1890
☎492－6592
☎492－5251
☎492－8885
☎492－4166
☎492－4479
☎495－0004
☎492－0041

seikatu@town.hyogo-inami.lg.jp

sangyo@town.hyogo-inami.lg.jp

doboku@town.hyogo-inami.lg.jp

tosikeikaku@town.hyogo-inami.lg.jp

suidou@town.hyogo-inami.lg.jp

suidou@town.hyogo-inami.lg.jp

suitou@town.hyogo-inami.lg.jp

gikai@town.hyogo-inami.lg.jp

nougyo@town.hyogo-inami.lg.jp

kyouiku@town.hyogo-inami.lg.jp

zinken@town.hyogo-inami.lg.jp

syougaigakusyu@town.hyogo-inami.lg.jp

info@inami-bunkanomori.jp

book@inami-library.jp

ここに注目！ここに注目！ここに注目！

　11月15日（木）から翌年２月15日（金）までの間は、狩猟が解禁となります。
　入山者の皆さんは、明るい色の目立つ服装を着用するよう心がけてくださ
い。また、狩猟者の皆さんは、ルールを守り事故防止に努めましょう。
※ニホンジカ及びイノシシについては、兵庫県全域で３月15日まで猟期が延
長されています。
◆入山者(ハイカー)の皆さんへ
○山の中へ入る際は、黄色など明るい色の目立つ服装の着用を心がけてくださ
い（迷彩服は厳禁です）。また、白色タオルはシカと間違えられやすいので、使
用を控えましょう。
○土曜日・日曜日・祝日は、狩猟者が集中しますので、特に注意してください。
○｢わな｣は非常に危険ですので、設置の看板(標識)がある場所へは近づかな
いでください。
◆狩猟者の皆さんへ
○出猟に際してはルールを遵守し、無理のない心にゆとりある狩猟を心がけて
ください。

まもなく狩猟のシーズンです！まもなく狩猟のシーズンです！

ま ち の 人 口
（10月１日現在）

15,696人男
16,150人女

31,846人総　数
11,784世帯世帯数

９月中の動き
転入
転出

18人
20人

43人 出生
死亡55人
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　「赤ちゃんふれあい教室」
の取材で町内の中学校にお
邪魔しました。はじめは赤

ちゃんを前にとまどっていた中学生も、徐々に緊
張がほぐれ、積極的にコミュニケーションをとる
姿が印象的でした。最後の感想では、赤ちゃんの
かわいらしさや育児の大変さ、自分たちも愛情を
いっぱいかけてもらって大きくなってきたことが
わかったことなどを話していました。
　子どもを取り巻く痛ましい事件が毎日のように
取り上げられる昨今ですが、赤ちゃんとのふれあ
いで感じたことを忘れず、将来素敵なパパ・ママ
になってほしいなと感じました。　　　　　　（Ａ）

つつ ぶぶ やや きき
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